
◎小中９ 年間で、子ども の実態や発達段階に応じ て、人間関係づく り のスキルを獲得する。

◎児童生徒の自尊感情を高め、自分の気持ちをコ ント ロ ールする方法を 学ぶ。

◎友だちと 互いのよさ を認め合い、協力できる関係をつく る。

《 北九州子ども つな がり プ ロ グラ ムのねら い》

◎本プログラ ムでは、小中９ 年間を、前期（ ４ 年間）・ 中期（ ３ 年間）・ 後期（ ２ 年間）に分けています。学校の実

情に応じ てプログラ ムを組み替え、計画的に教育課程に位置付けてく ださ い。また、本プログラ ム学習

のねら いに沿った題材を加えること も 可能です。

◎小学校１年生～中学校３年生は各学年、年間６時間を標準とします。学期に２時間程度実施し てく ださ い。

◎特別支援学級や特別支援学校は、学級や学校の実情に応じ て時間数を設定し てく ださ い。

◎学習指導要領の学級活動（ ２ ）「 イ  より よい人間関係の形成」の指導等や、道徳、各教科等の学習に関連

さ せて行ってく ださ い。また、修学旅行等学校行事の事前指導やふれあい合宿のプログラ ム等に位置

付けて行っていただく こと も 可能です。

◎ワーク シート や掲示物等の資料は、教育イ ント ラ ナビ の教材に掲載し て います。適宜活用し てく ださ

い。なお、「 実践事例」にある準備物が、すべて「 資料」の中に含まれているわけではあり ません。

《 教育課程で の位置付け、活用について》

◎日常的に児童生徒の様子を 見取ったり 、アンケート を 定期的にとったり すること で実態や変容を 把握し

てく ださ い。

◎児童生徒や学級の実態を 把握すると と も に、子ども つながり プログラ ムによる児童生徒の変容を検証

するツールとし て、福岡教育大学の小泉令三教授が開発し た「 SEL-8 S 評価用資料」があり ます。（ ホー

ムページから ダウンロ ードし てく ださ い。）積極的に活用し てく ださ い。

《 実態把握及び効果検証について》

◎系統的なプログラ ム学習ですので、すべての教職員の共通理解が必要です。積極的に校内研修を開催

し てく ださ い。小中合同研修も 有効です。

◎毎年各校で実施し ている、スク ールカウンセラ ーによる「 対人スキルアッ プ」の校内研修の中で「 北九州

子ども つながり プログラ ム」を 取り 上げ、活用し ていただいても 構いません。

《 研修について 》

▶ ト ッ プ ページ    h ttp ://se l8 g ro up . j p /in d e x .h tm l

▶ 授業用資料・ 評価用資料ページ h ttp ://se l8 g ro u p . j p /se l8 s.h tm l

北九州子ども つながり プ ロ グラ ムの活用
（ 北九州市対人スキルアッ プ プ ロ グラ ム）
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◎集計結果を 個人のレ ーダーチャート で確認できるため、「 自分の気持ち を 上手に言葉で伝える力」など、

個に応じ た課題へのアプローチの方法が明確になった。

◎成功体験を意識し た学校行事や学級活動などで、「 自信」をも たせること ができた。

◎アンケート の結果を基に、ＳＣと の面談に活かすこと ができた。

◎「 自信」をも たせること で、表情がよく なり 、登校できる日数が増加し た。

「 小中連携ＳＵＴＥＫＩ アンケート 北九州版」の活用について

7 つの観点

好事例

　「 小中連携ＳＵＴＥＫＩ アンケート 」は、小学校高学年から の取組で「 中１ ギャッ プ 」など、環境の変化を 乗り 越える

力を身に付けること を目的とし ています。

　「 自己効力感」を７ つの観点で分析し 、一人一人の「 自信」の程度を 把握すること ができます。「 自信」がも てるよ

う 、結果を 活かし て指導を 工夫し ましょう 。

　 教育指導計画の中でも 、必ず実施する取組と なって います。集計等の負担が軽減でき るよう「 アンケート 用

マークシート 」や「 マークシート 分析」などを 校務支援のイ ント ラ ナビにアッ プし ています。

※イ ント ラ ナビ →生徒指導・ 教育相談課→「 様式」

❶学校生活で自分を律する力

❷家庭学習で自分を律する力

❸気持ちを言葉で伝える力

❹周囲を 害すること を自制する力

❺気持ちを切り 替える力

❻友だち など周囲の人と 信頼関係を結ぶ力

❼家族と 信頼関係を結ぶ力

２２ のアン ケート 項目の一部

◎「 自分で時間を見て行動できる」

◎「 自分のし た いこ と でも 、し てはいけな い

と きに我慢をすること ができる」

◎「 落ち 込んだと き でも 、気持ち を 切り かえ

ること ができる」

◎「 先生方や年上の人にきち んとし た言葉づ

かいができる」

二課子さ んの課題は、赤枠で囲まれ

ている3 つになります。
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　 立命館大学 宮口幸治氏が提唱する「 認知機能」に視点を おいたト レ ーニングで、Co g n itive（ コ グニティ ブ ）

Tra in in g（ ト レーニン グ）の頭文字をとったも のです。コ グト レ では、子ども を 支援するため、3 つの面（ 社会面、

学習面、身体面）から の包括的支援プログラ ムを設定し ています。

　 認知機能（ 記憶、言語理解、注意、知覚、推論・ 判断）は、受動・ 能動を 問わず、すべての行動の基盤であり 、教育・

支援を 受ける土台です。認知機能の弱さ は、学習へのつまずきにも つながり ます。こ のこと から 、認知機能に視

点をおいた支援を行う こと は、子ども の学習の土台づく りと 学ぶ意欲の向上につながり ます。

　 学習面への支援は、「 ❶覚える ❷数える ❸写す ❹見つける ❺想像する」の5 つのト レーニングで構成さ れて

います。具体的には、資料のよう なワークシート を使って、子ども につけたい力を高めていきます。ゲーム感覚で

楽し みながら 、取り 組むこと ができます。

　 対人関係などの社会面の力を 伸ばすこと は、子ども たち が様々な人と の関わ

り を 通し て、よりよく 生きること につながり ます。社会面への支援は、「 段階式感

情ト レーニング」「 危険予知ト レーニング」「 対人マナート レーニング」「 段階式問

題解決ト レーニング」の4 つのト レーニングで構成さ れています。

　 例えば、「 段階式感情ト レーニング」では、相手の表情に気付く 、相手の表情を

読むこと からト レーニングを 始めます。他者の感情を 理解すること は、相手と よ

りよく 関わるために大切です。

コ グト レ棒を使った身体面への

支援の例

「 コ グト レ 」に取り 組んで みませんか。

～ 子ども への理解を 深め、支援を 充実さ せるために ～

コ グト レと は・・・

学習面への支援

社会面への支援

　 身体的不器用さ は、学習や対人関係にも 影響し ます。そのため、失敗体験が

重なると 、自信を なく すこ と にも つながり ます。そこ で 、自分の身体の動かし 方

や物をう まく コ ント ロ ールする 方法をト レ ーニン グし ま す。例え ば、新聞紙で

作ったコ グト レ 棒を３ 人で同時に投げ、受け取るト レーニングでは、相手が受け

取り やすい投げ方を 考えながら 行います。学級レクリ エーショ ンにも 取り 入れる

こと ができます。

身体面への支援

資料

「 段階式感情ト レーニング」の例

資料

コ グト レト レーニング構成資料

「 写す」ト レーニングの例資料
「 数える」ト レーニングの例

資料
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　 コ グト レの取組を 通し て、子ども の実態が

見え、支援の方法が明確になり ま す。例え

ば、聞く こ と が苦手な 子ども が多い学級で

は、聞く ト レ ーニン グで 力を 高めたり 、視覚

的な 提示を 多く し たり など 手だての幅が広

がり ます。また 、「 コ グト レ 」を 行う 際に、「 が

んばっているね。」「 集中し ているね。」など肯

定的な関わり を 多く すること で、子ども と の

より よ い人間関係を 築く こ と ができ る のも

「 コ グト レ」のメ リット です。

　 子ども 自身が自分の得意、不得意

を 認知するこ と で 、得意な 部分を 生

かし 、苦手を 克服する 手だて を 学ぶ

こ と につな がり ます。例えば「 記号さ

がし 」に取り 組む中で 、ケアレ スミ ス

が多いと いう 自分の特性に気付き 、

日頃から 注意でき る よう になっ た 子

ども も います。また、コ グト レは、ゲー

ム的な 感覚で 、楽し く 取り 組みな が

ら 、「 できた」と いう 達成感などを味わ

う こと も できます。

「 気になる」の課題意識を「 こうし てみよう 」の

具体的な指導・ 支援の行動化

コ グト レに取り 組むメ リット は…

支援の方法が明確になり ます。

学習の土台づく り と 学ぶ意欲の向上が期待できます。

【 参考文献】

《 理論編》

《 実践編》

「 教室の困っている発達障害をも つ子ども の理解と 認知的アプローチ」

「 もっとやさしいコ グト レ 思考力や社会性の基礎を養う 」認知機能ト レーニング

「 やさし いコグト レ」認知機能強化ト レーニング

「 コ グト レ みる・ きく・ 想像するための認知機能強化ト レーニング」

社会面のコ グト レ 認知ソーシャルト レーニング1

社会面のコ グト レ 認知ソーシャルト レーニング2

不器用な子ども たちへの認知作業ト レーニング

宮口幸治著 明石書店 ２０１７ 年

宮口幸治著 三輪書店 ２０２０ 年

宮口幸治著 三輪書店 ２０１８ 年

宮口幸治著 三輪書店 ２０１５ 年

宮口幸治 宮口英樹著 三輪書店 ２０２０ 年

宮口幸治 石附智奈美著 三輪書店 ２０２０ 年

宮口幸治 宮口英樹著 三輪書店 ２０１４ 年

教員

「 こう すれば」の自分なり の方略の獲得

「 でき た」「 楽し い」と いう 成功経験

子ども

聞く ト レ ーニングは得意。英語

のリスニングも がんばろう 。

写すのは苦手。指で押さ え

て確認し ながら 書こう 。

先生から ほめら

れた 。次も がん

ばろう 。

間違いやすいか

らもう１回見直し

をしよう 。

今から２つすることを言います。黒板に

も 書いておきます。

ト レ ーニン グ の成果で 聞き 漏らし も

減ってき た。し かし 、長い指示は伝わり

にく いから 、指示は短く 視覚的な支援

もしていこう 。
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